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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第54期

第３四半期
連結累計期間

第55期
第３四半期
連結累計期間

第54期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年12月31日

自平成30年４月１日
至平成30年12月31日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （千円） 3,074,886 3,576,035 4,244,136

経常利益 （千円） 632,376 904,190 839,696

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（千円） 356,481 459,088 492,572

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 356,481 459,088 492,572

純資産額 （千円） 1,965,144 2,591,188 2,170,876

総資産額 （千円） 7,748,447 7,855,292 8,075,902

１株当たり四半期（当期）純

利益
（円） 115.60 138.15 157.01

潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益
（円） 115.22 － 156.90

自己資本比率 （％） 25.4 33.0 26.9

 

回次
第54期

第３四半期
連結会計期間

第55期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成29年10月１日
至平成29年12月31日

自平成30年10月１日
至平成30年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 55.93 36.95

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．平成29年７月13日開催の取締役会決議により、平成29年７月31日付で普通株式１株に対し500株の株式分割

を行っておりますが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当

期）純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益を算定しております。

４．当社は、平成29年12月22日付で名古屋証券取引所市場第二部に上場したため、前第３四半期連結累計期間の

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、新規上場日から前第３四半期連結会計期間末までの、また前連

結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、新規上場日から前連結会計年度末までの平均株価を

期中平均株価とみなして算定しております。また、当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

５．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、堅調な企業収益や雇用環境に支えられ緩やかな回復基調で

推移しましたが、企業の景況感が慎重化しつつあることや、米中貿易摩擦を背景として設備投資を先送りさせる可

能性があるなど、依然として予断を許さない状況にあります。

このような状況におきまして、当社グループは、収集運搬から最終処分までの廃棄物一貫処理体制を基盤と

し、既存施設の更なる収益性の向上を目指してまいりました。特に焼却施設や最終処分場におきましては、旺盛な

需要を背景に廃棄物受託量は増加し、受注単価も上昇傾向にあります。

また、将来を見据えた施設展開として、新たな管理型最終処分場の設置計画を推進してまいりました。平成30

年12月20日には静岡県浜松市より産業廃棄物処理施設設置許可証を受理するなど、稼働に向け着実に計画は進行し

ております。なお、当該最終処分場は大規模案件でもあり、稼働までに一定期間を要することから、2022年４月

（平成34年４月）以降の稼働を予定しております。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績は以下のとおりとなりました。

 

a.財政状態

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は2,375百万円となり、前連結会計年度末に比べ400百万円減少し

ました。これは主に、現金及び預金の減少額234百万円等によるものであります。また、固定資産は5,479百万円と

なり、前連結会計年度末に比べ180百万円増加しました。これは主に、土地の増加額280百万円、のれんの減少額

187百万円等によるものであります。

　この結果、総資産は、7,855百万円となり、前連結会計年度末に比べ220百万円減少しました。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は2,126百万円となり、前連結会計年度末に比べ211百万円減少し

ました。これは主に、1年内返済予定の長期借入金の減少額62百万円、未払法人税等の減少額42百万円等によるも

のであります。また、固定負債は3,137百万円となり、前連結会計年度末に比べ429百万円減少しました。これは主

に、長期借入金の減少額406百万円等によるものであります。

　この結果、負債合計は、5,264百万円となり、前連結会計年度末に比べ640百万円減少しました。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は2,591百万円となり、前連結会計年度末に比べ420百万円増

加しました。これは、親会社株主に帰属する四半期純利益459百万円を計上したこと等による利益剰余金の増加額

419百万円によるものであります。

 

b.経営成績

当第３半期連結累計期間の経営成績は、売上高3,576百万円(前年同期比16.3%増）、営業利益909百万円(同39.4%

増)、経常利益904百万円(同43.0%増)、親会社株主に帰属する四半期純利益459百万円(同28.8%増)となりました。

セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

①廃棄物処分事業

最終処分場を運営する連結子会社の株式会社ミダックはまなにおきまして、受託量が好調に推移しました。これ

は、前連結会計年度から続いた大口のスポット案件があったことや、同業他社から排出される中間処理後の廃棄物

の受注が好調であったことによるものです。当社におきましては、焼却処理が好調に推移しました。以上の結果、

売上高は2,955百万円（同21.6%増）となり、セグメント利益は1,163百万円（同46.9%増）となりました。

②収集運搬事業

廃液の受託量が好調であったことにより産業廃棄物の受託量は好調に推移しました。また、減価償却費や燃料費

が増加しました。以上の結果、売上高は527百万円(同1.8%増)となり、セグメント利益は86百万円(同19.6%減)とな

りました。

③仲介管理事業

既存案件の減少があったことやスポット案件の受注が低調に推移しました。以上の結果、売上高は93百万円(同

26.6%減)となり、セグメント利益は61百万円(同26.3%減)となりました。
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(2）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。

 

(5）主要な設備

前連結会計年度において計画中であった主要な設備の新設等について、当第３四半期連結累計期間に著しい変更

があったものは次のとおりであります。

会社名
事業所名

（所在地）

セグメント

の名称
設備の内容

投資予定額
資金調達

方法

着手及び

完了予定年月
完成後の

総額

（千円）

既支払額

（千円）
着手 完了 増加能力

当社

奥山の杜クリー

ンセンター

（浜松市北区）

廃棄物

処分事業

最終処分場

土地・設備
4,536,344 267,348 借入金

平成20年

12月

2022年4月

(平成34年4月)

以降

（注）７

（注）１.上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２.第１期工事から第４期工事における第１期工事について記載しております。

３.事業所名を新最終処分場から奥山の杜クリーンセンターに変更しております。

４.投資予定額の総額を未定から4,536,344千円に変更しております。なお、第４期工事まで含めた総投資額の現在

の見積額は約78億円であります。

５.投資予定額の既支払額を229,199千円から267,348千円に変更しております。

６.完了予定年月を未定から2022年4月（平成34年4月）以降に変更しております。

７.第４期工事完成後の最終的な総埋立容量は約312万㎥となります。増加能力に関連する参考情報として、既存の

最終処分場（管理型最終処分場：遠州クリーンセンター）の廃棄物の埋立容量を示すと、約41万㎥でありま

す。
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３【経営上の重要な契約等】

当社は、平成30年12月20日開催の取締役会において、固定資産（新規管理型最終処分場）の取得について以下のと

おり決議し、同日に工事請負契約を締結いたしました。

（1）取得の理由

当社は、静岡県浜松市北区における新規管理型最終処分場の設置計画を推進しておりますが、平成30年12月20日に

同最終処分場の設置許可証を浜松市より受理いたしました。

当社は2022年４月（平成34年４月）以降の稼働に向けて最終処分場の土木工事及び管理棟の建設並びに水処理施設

の建設に着手する必要があると判断し、取締役会において工事請負契約を締結することを決議いたしました。

（2）取得資産の概要

施設の名称　　　奥山の杜クリーンセンター

所在地　　　　　静岡県浜松市北区引佐町奥山１３９７番１９５　他３５筆

埋立可能容量　　3,125,591㎥

取得価額　　　　約39億円

埋立期間　　　　約30年（予定）

契約締結日　　　平成30年12月20日

工事開始日　　　平成31年２月

稼働開始時期　　2022年４月（平成34年４月）以降（予定）
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,300,000

計 12,300,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成31年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,324,300 3,324,300

東京証券取引所

市場第二部

名古屋証券取引所

市場第二部

完全議決権株式であ

り、株主としての権利

内容に制限のない、標

準となる株式でありま

す。なお、単元株式数

は100株であります。

計 3,324,300 3,324,300 ― ―

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数（株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年10月１日～

平成30年12月31日

（注）

－ 3,324,300 － 418,016 － 440,796
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（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成30年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成30年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　3,324,100 33,241 －

単元未満株式 普通株式　　　　200 － －

発行済株式総数 　　　　　3,324,300 － －

総株主の議決権 － 33,241 －

（注）単元未満株式には、自己株式26株が含まれております。

 

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から

平成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,903,901 1,669,520

受取手形及び売掛金 532,924 486,218

たな卸資産 53,044 52,486

その他 288,113 168,012

貸倒引当金 △1,941 △897

流動資産合計 2,776,043 2,375,340

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 467,695 541,429

機械装置及び運搬具（純額） 436,098 447,247

最終処分場（純額） 733,498 733,597

土地 787,386 1,067,387

その他（純額） 265,388 318,634

有形固定資産合計 2,690,068 3,108,296

無形固定資産   

のれん 1,899,083 1,711,263

施設設置権 320,800 290,725

その他 71,998 54,067

無形固定資産合計 2,291,881 2,056,056

投資その他の資産   

その他 324,166 320,956

貸倒引当金 △6,257 △5,357

投資その他の資産合計 317,909 315,599

固定資産合計 5,299,859 5,479,951

資産合計 8,075,902 7,855,292
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 58,712 48,246

短期借入金 730,000 780,000

1年内償還予定の社債 75,000 48,000

1年内返済予定の長期借入金 680,432 617,592

未払法人税等 229,518 186,789

賞与引当金 52,614 30,759

その他 511,228 414,965

流動負債合計 2,337,505 2,126,352

固定負債   

社債 170,000 139,000

長期借入金 2,726,465 2,320,331

最終処分場維持管理引当金 493,282 520,928

資産除去債務 101,907 103,544

その他 75,865 53,947

固定負債合計 3,567,520 3,137,751

負債合計 5,905,025 5,264,104

純資産の部   

株主資本   

資本金 417,296 418,016

資本剰余金 655,103 655,823

利益剰余金 1,098,476 1,517,697

自己株式 － △349

株主資本合計 2,170,876 2,591,188

純資産合計 2,170,876 2,591,188

負債純資産合計 8,075,902 7,855,292
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

売上高 3,074,886 3,576,035

売上原価 1,524,806 1,638,517

売上総利益 1,550,080 1,937,517

販売費及び一般管理費 897,747 1,028,027

営業利益 652,332 909,490

営業外収益   

受取利息 128 121

固定資産売却益 13,778 20,443

物品売却益 3,160 1,863

その他 3,392 5,733

営業外収益合計 20,459 28,161

営業外費用   

支払利息 33,839 29,548

その他 6,576 3,912

営業外費用合計 40,416 33,460

経常利益 632,376 904,190

税金等調整前四半期純利益 632,376 904,190

法人税等 275,895 445,102

四半期純利益 356,481 459,088

親会社株主に帰属する四半期純利益 356,481 459,088

 

【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

四半期純利益 356,481 459,088

四半期包括利益 356,481 459,088

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 356,481 459,088
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【注記事項】

（追加情報）

　　　　（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　　　　　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

　　　　連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固

　　　　定負債の区分に表示しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

減価償却費 260,357千円 279,257千円

のれんの償却額 187,819 187,819

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年12月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当た
り配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月22日

定時株主総会
普通株式 36,918 6,000 平成29年３月31日 平成29年６月23日 利益剰余金

　　　　(注)当社は、平成29年7月31日付けで普通株式1株につき500株の割合で株式分割を行っております。「1株当たり

　　　　　　配当額」につきましては、当該株式分割前の金額を記載しております。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成29年12月22日に名古屋証券取引所市場第二部に上場しました。上場にあたり、平成29年12月21日

を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新株式発行182,000株により資本

金及び資本準備金がそれぞれ108,836千円増加しております。この結果、当第３四半期連結会計期間末におい

て、資本金が382,476千円、資本剰余金が620,283千円となっております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成30年４月１日　至平成30年12月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当た
り配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月25日

取締役会
普通株式 39,867 12 平成30年３月31日 平成30年６月22日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２ 廃棄物処分 収集運搬 仲介管理 計

売上高       

外部顧客への売上高 2,429,603 517,923 127,359 3,074,886 － 3,074,886

セグメント間の内部売上
高又は振替高

136,091 120 70,568 206,780 △206,780 －

計 2,565,695 518,043 197,927 3,281,667 △206,780 3,074,886

セグメント利益 792,323 107,910 82,983 983,218 △330,885 652,332

（注）１．セグメント利益の調整額△330,885千円は、セグメント間取引消去20,048千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△350,933千円であります。

　　　　　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成30年４月１日 至平成30年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２ 廃棄物処分 収集運搬 仲介管理 計

売上高       

外部顧客への売上高 2,955,319 527,173 93,541 3,576,035 － 3,576,035

セグメント間の内部売上
高又は振替高

133,365 108 113,831 247,304 △247,304 －

計 3,088,685 527,281 207,373 3,823,339 △247,304 3,576,035

セグメント利益 1,163,974 86,759 61,135 1,311,869 △402,379 909,490

（注）１．セグメント利益の調整額△402,379千円は、セグメント間取引消去20,024千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△422,403千円であります。

　　　　　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

（1）１株当たり四半期純利益 115.60円 138.15円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 356,481 459,088

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
356,481 459,088

普通株式の期中平均株式数（株） 3,083,780 3,323,111

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 115.22円 －

（算定上の基礎）   

普通株式増加数（株） 10,030 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

　　　（注）１．当社は、平成29年12月22日付で名古屋証券取引所市場第二部に上場したため、前第３四半期連結累計期

間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、新規上場日から前第３四半期連結会計期間末までの平

均株価を期中平均株価とみなして算定しております。また、当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

２．当社は、平成29年７月31日付で普通株式１株につき500株の割合で株式分割を行っております。前連結

会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益を算定しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成31年２月８日

株式会社ミダック

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 郷右近　隆也　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂部　彰彦　　印

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミ
ダックの平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日
から平成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四
半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記
について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連
結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対
する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準
に準拠して四半期レビューを行った。
 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される
質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥
当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と
認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミダック及び連結子会社の平成30年12月31日現在の
財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が
すべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以 上
 
 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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